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KをS3内の結び目または絡み目とし、DをS2上のKの正則表示とする。σ : {D
の交点 } → {+,−}をDのステイトとする（図２）。Dの交点数が nのとき、ス
テイトは 2n通りある。σに従って、図１のようにスムージングを行う。何故この
ように決めるかというと、局所的に向きを付けたときの交点の符号とその向きに
沿ったスムージングに一致するからである。
このとき、S2上にいくつかのループができる。各々のループに、互いに交わら

ないように S2の下側にディスクを張る。そして、境界が Kとなるように、半捻
りのバンドを付けて得られる曲面を σ-state surfaceといい、Fσで表す（図３）。
（いくつかのループに、S2の上側にディスクを張って曲面を得ることもできる。）

Fσのディスクを頂点に、半捻りのバンドを符号付きの辺に対応させ、符号付
きグラフGσを得る（図４）。切断点を持たない連結なグラフをブロックという。
Gσはいくつかの極大なブロックへ一意的に分解される（図５）。

Dが σ-adequateであるとは、Gσがループを持たないときをいう。また、Dが
σ-homogeneousであるとは、Gσの各ブロックにおいて全ての辺が同じ符号を持
つときをいう。全ての結び目の任意の正則表示は、ある σに対して、σ-adequate

（σ-homogeneous）であることに注意する。定義により、Dが semi-adequateまた
は homogeneousならば、ある σに対して、σ-adequateかつ σ-homogeneousであ
る。従って、σ-adequateかつ σ-homogeneousな正則表示を持つ結び目のクラス
は、Montesinos、alternating、positive結び目のクラスを含む。また、上手く正則
表示を選ぶと、algebraic結び目の殆どは σ-adequateかつ σ-homogeneousである
ことも分かる（図６）。

定理１．Dが σ-adequateかつ σ-homogeneousならば、Fσは π1-essentialである。

定理２．Kを、I-reduced、σ-adequateかつ σ-homogeneousな正則表示Dを持つ
結び目または絡み目とする。このとき、Kが分離的（自明、素）である為の必要
十分条件は、Dが分離的（自明、素）であることである。
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